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高石市の概要
○人 口 56,930人 (生産人口34,091人・59.9％／高齢者人口15,711人・27.6％)

なんば、天王寺まで約20分、
関西国際空港（JR・南海）まで約30分で
アクセスできるベッドタウン

市域全体が平坦な地勢
（海抜約１ｍ～約２０ｍ）

○ 世帯数 26,267世帯 面積 11.3㎢ ※令和5年2月1日現在

関空から
国際線 ２４カ国・９２都市
国内線 １７都市（２０１９冬期スケジュール）

新大阪駅から東京・博多へ

コンパクトな内陸部に６つの鉄道

駅

ＪＲ阪和線

南海本線

高石駅 富木駅

羽衣駅 東羽衣駅

高師浜駅

伽羅橋駅

市域の約半分が臨海コンビナートで
内陸部は密集した市街地

（東西6.1km、南北4.1km)
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シティプロモーションとして、南海なんば駅
(ターミナル駅)に巨大ポスターを掲示

■若年層の定住促進
・民間活力を導入した幼保一元の認定こども園推進による“待機児童ゼロ”の達成
・子育てウェルカムステーション「ハグッドたかいし」開設（遊具メーカー(ボーネルンド社)と連携）
・市内全ての小中学校耐震化、普通教室・体育館のエアコン整備、学校ICT化推進
・中学校給食の導入

高石市の概要
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(キャッチコピー) たかい、たかい、たかーい市。

★子育て世代等の市内転入増
（H26年：465人の転出超過⇒H30年：151人の転入超過）

高石市の20代～30代の転出・転入数の推移
（出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」より）

子育てウェルカムステーション
「ハグッドたかいし」

（人）

大阪市
＋37人

堺市
＋38人

泉大津市
＋42人

忠岡町以南
＋77人

府内その他
＋27人

府外
▲48人

H30年度20代～30代の移動状況 3



[南海本線]
浜寺公園駅～北助松駅 約3.1km
[高師浜線]
羽衣駅～伽羅橋駅 約1.0km
-------------------------------------
[事業の施行者]
事業主体 ：大阪府
側道工事、用地買収等 ：高石市
鉄道工事 ：南海電鉄

高師浜線
施工中 浜寺公園駅

羽衣駅

伽羅橋駅

高師浜駅

高石駅

踏切除却数：１３箇所

北助松駅

南海本線･高師浜線連続立体交差事業
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令和３年５月22日
南海本線高架化完成
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◆ 南海本線高架化に伴うまちづくり
南北の広域連携軸

・高架下空間に商業施設やにぎわい交流の
拠点となる公共施設等を導入

［高石駅周辺地区］
・駅前の芝生化をはじめウォーカブルなまちづく
りを進め、多世代交流の拠点として活性化

［羽衣駅周辺地区］
・JR東羽衣駅北用地の利活用について、産官学
民による地方創生のまちづくりを進める

東西の都市交流軸
◆高師浜線高架化に伴うまちづくり
・浜寺水路周辺等のウォーターフロントの活用
・シーサイドフェスティバルや工場夜景ツアー
等による地域活性化

◆富木駅周辺地区のまちづくり
・JR阪和線の立体交差化や鉄道駅のバリアフリ
ー化の検討

・市街化調整区域の市街化区域への編入と情報
通信基盤を活用した新たなまちづくりの検討

連立事業完成に伴うまちづくりの方向性

6「第５次高石市総合計画」令和3年3月策定
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高石駅周辺整備基本構想策定(R3年3月)



アプラたかいしリニューアル(R3年8月)
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子供用遊具

高石駅東側駅前広場の社会実験(R4年2月)
売店

ワークショップ
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高石駅周辺整備基本計画策定(令和4年3月)

①駅東口整備
芝生が広がる広場を整備し、非日常イベントにも対応するような汎用性を高める。

②駅西口整備
みどりを感じる歩行空間を整備するとともに、高架下と歩行空間をつなぐ滞在空間を創出する。

地域の将来像 『人がつながる、集う場となる、ひらかれた駅前』

整備コンセプト 『駅前広場を中心とした、多世代交流の象徴の場づくり』



11高架下開発の方向性(案)

・こどもたちがのびのび遊べる場所
・住んでいて、子育てして、
治安が良い。安心感がある

・各施設で人々が集まる
各施設で人々が関わる

・人々が集まり賑わいが生まれる

①子育てをしたいと思えるまち

■高架下開発のキーワード
②人々の賑わいとコミュニティの

中心となる場所

高石市の意向

・子育てに優しい・圧倒的なもの
・人とつながる、集う場となる、
開かれた駅前

・アプラ高石、東側芝生広場と連携

南海電鉄の意向

沿線活性化(利用者増加)× 駅前の賑わい創出

■大方針
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①子育て世代が集まり、子供が楽しむ、賑わう場所
②圧倒的なもの、まずは人が集まる特別な仕掛け
③“アプラたかいし”（館内HUGOOD）や新設芝生広場と連携された施設

✓まずは圧倒的な話題性ある空間・施設づくりが必要
✓それにより人を集め、商業ポテンシャルを高めることで、
商業ボリュームが拡大し、今後の開発（魅力創造）や収益化が可能になる

①現状のマーケットボリューム・トラフィックでは、
“アプラたかいし”内店舗及び周辺店舗と競合し、
売上が分散するだけで、成立しないことが予想される

②圧倒的な集客する施設をつくり、賑わいを創出する。
そのためには、高架下「15％ルール」にはこだわらない。

高架下開発の方向性(案)

高石市

南海電鉄

⇒高石市と南海電鉄の考え･方向性が合致！
共創プロジェクトがスタート(R4年度～)



13高架下開発の方向性(案)

■高石市の子育て世代のために

全天候型多世代交流施設と
商業施設が融合したシームレスな空間

を高架下に設置することで、駅前の賑わい活性化を図る

イメージ図 イメージ図



15高架下開発の方向性(案)

⓪駅前広場

■本開発の全体像

高石市土地

他社所有地

開発用地

①今回対象エリア
（北側高架下）

②北側高架下開業後
開発検討エリア

全天候型多世代交流施設全天候型多世代交流施設全天候型多世代交流施設全天候型多世代交流施設全天候型多世代交流施設



16高架下開発の方向性(案) ～要旨～

➀高石駅改札を出た時の開放的かつ魅力的な広大な空間を生み出す

②高架下空間と東側芝生広場が分断されずシームレスかつ一体的な空間の創出

③ファミリー層をはじめとする市民が誰でも自由に、当エリアを利用することで
賑わいが創出され、圧倒的な集客力に繋げる。

⇒上記を実現するため、ハード及びソフト両面で双方協議を深化させる。
⇒高架下は次年度以降活用可能となるため、無利用期間を出来る限り短縮させ、
早期開業を目標としたい。

イメージ図 イメージ図



17高架下開発で実現したいまちの風景(案)

①子育てをしたいと思えるまち

（要素①）高石になじむ、高石の”顔”となる全天候型施設

（要素②）地域のこどもたちの関係を結び広げる

■地域のこどもたちが主役の全天候型多世代交流施設

・一般的な高架下とは一味違った「高石らしさ」を感じられる空間
・高石の”顔”として、市民の愛着に繋がる場

・こどもたちの交流の中心となることで、友達の輪を拡げられる広場
初めて会うこども同士が一緒に遊ぶ、こどもをきっかけに親同士の交流も誘発できる場

イメージ図 イメージ図



18高架下開発で実現したいまちの風景(案)

②人々の賑わいとコミュニティの中心となる場所

■子育て世代の交流の場となる商業施設
（要素①）高石の”素の食”を提供するまちの食堂
・高石ならではのメニューを提供できる、まちに馴染んだレストラン

（要素②）子育て世代の家庭（親と子）をつなぐ拠点
・全天候型施設で遊び疲れた親子や近所のママトモたちが気軽にふらっと立ち寄れる、
立ち寄りたくなる場

イメージ図 イメージ図



19まとめ

×

①子育てをしたいと思えるまち ②人々の賑わいとコミュニティの
中心となる場所

芝生広場

全天候型
多世代交流施設 地域との連携

人でにぎわう
店舗

各施設の連動

「こんなところで子育てしたい！住みたい！」
と思ってもらえるまちづくりを、高石市と南海電鉄の共創で進めます！
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